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教員養成系学部授業「キャリア教育」における 

ワーク・ライフ・バランスの取り扱いの検討 
―子育て体験実習を取り入れたカリキュラム開発をとおして― 

阿部  学 1)	 堀江  敦子 2)	 谷山  大三郎 3)	  
敬愛大学国際学部 1)	 スリール株式会社 2)	 NPO 法人企業教育研究会 3) 

 
 

	 教員養成系学部の授業「キャリア教育」において、ワーク・ライフ・バランスについての理解を深める目的で、

子育て体験実習を取り入れるという工夫を取り入れたカリキュラムを開発し、実施した。子育て体験実習は、ス

リール株式会社が行っている「ワーク&ライフ・インターン」を参考に、大学授業としてアレンジして実施した。
授業の結果からは、ワーク・ライフ・バランスやキャリア教育のあり方について、学生それぞれが様々なことを

考えたということが示された。また、佐伯（1995）の言う YOU的なかかわりが、学生の学びにとって重要であ
ることも示唆された。 
	 キーワード：キャリア教育、教員養成、ワーク・ライフ・バランス、子育て体験、YOU的かかわり 

 
 

1. 研究の背景 

 
1.1. キャリア教育の課題 

	 学校現場におけるキャリア教育の重要性が提唱され

るようになって久しいが、2011 年の中央教育審議会答
申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り

方について」においては、学校から社会への接続がいま

だ円滑に行われておらず、「社会的・職業的自立」へ向

けて課題がみられ、学校・地域・企業・NPO等のさら
なる連携が重要であると指摘されていた。 
	 特に近年、文部科学省（2011a）も「子どもたちが育
つ社会環境の変化に加え、産業・経済の構造的変化、雇

用の多様化・流動化等は、子どもたち自らの将来のとら

え方にも大きな変化をもたらしている」と述べているよ

うに、情報化、グローバル化、少子高齢化などによって、

私たちの社会は大きく変化してきた。「社会的・職業的

自立」を目指すとしても、移ろいゆく社会の状況をふま

えながら、キャリア教育のあり方を探っていかねばなら

ない。 
	 さらに最近では、人工知能（AI）や IoT（Internet of 
Things）、VR・ARなど先端的なデジタル技術が産業・
職業のあり方に様々な影響を与えうるはずだと注目を

集めていたり1、企業の労働環境の問題、待機児童問題

など、これまでの日本社会で当たり前とされてきた働き

方・生き方に再考を迫るような話題も頻出していたりす

る2。 
	 文部科学省（2011a）は「今、子どもたちが「生きる
力」を身に付け、社会の激しい変化に流されることなく、

それぞれが直面するであろう様々な課題に柔軟かつた

くましく対応し、社会人として自立していくことができ

るようにする教育3が強く求められている」と言うが、

そのためには、旧来的な社会像及び職業観・勤労観を想

定するのではなく、日進月歩に変わってゆく社会の状況

をふまえ、時にそこで生じる現代的課題を取り扱いなが

ら、キャリア教育を実践していくことが必要である。 
 
1.2. 現在行われている実践 

	 しかしながら、「現在の社会のあり方や、そこでの課

題を十分に扱えているか？」という観点からキャリア教

育の状況を概観すると、課題もみえてくる。 
	 文部科学省（2011a）が出している『小学校キャリア
教育の手引き ＜改訂版＞』をみてみよう。実践事例と
して具体的に学習指導案が挙げられているものには、

「私の個性って何だろう」（小 6）と、「力を伸ばすため
の学習って？」（小 5）という 2 つの実践がある。前者
は、友人の特徴や自分の個性について考えるという実践

である。後者は、「どうすれば力を伸ばすことができる

か」をグループで話し合ったり、偉人の話や「心のノー

ト」を確認したりしながら、今後自分が努力しようと決

めたことを記していく実践である。 
	 これらは、自己理解や他者理解など、児童の内面の側
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が重視された実践だと言えよう。一方で、学習指導案を

見る限りでは、児童や学校の外側、すなわち現代社会の

特徴に触れることはなされていない。これらのような実

践にも意義があるのだと思われるが、現在の社会とのつ

ながりという観点からすると、この種の実践を重ねるだ

けでは、キャリア教育としては不十分であると言える。

たとえば、個性の発揮される場や発揮のされ方は、10
年前と現在と 10年後では、変わっていることが想像さ
れる4。これらの実践に加え、社会とのつながりを重視

した実践のあり方も探っていかねばならない。 
	 社会とのつながりという観点からすると、中学校段階

ではより直接的に、職場体験などの試みがなされている

はずである。文部科学省（2011b）『中学校キャリア教
育の手引き』でも取り上げられている。 
	 しかし、もとより職場体験には課題も指摘されてきて

いる。藤川（2006）は、「職場体験は、言わば子どもた
ちが「社会を動かす側」に立つ、貴重な機会である」と

その意義を認めた上で、「子どもが経験できる業種、職

種は限られている」と限界を指摘している。確かに、今

や社会の中で重要な役割を担うプログラマーの実務や、

実際に働いている者でないと分からない仕事と家庭の

両立の難しさなどは、体験することはできないだろう。 
	 次に、高校に目を移し、荒川（2009）による指摘を
確認してみたい。荒川は、キャリア教育が推進され、生

徒の興味・関心に応じた進路選択すなわち「夢追い」型

の進路形成が促された結果として、偏差値中・下位校に

おいて ASUC 職業を志望する者が増えたということを
指摘している。ASUC とは、人気（Attractive）・稀少
（Scare）・学歴不問（Un Credentialized）の頭文字を
とった荒川の造語である。ASUC 職業は、その名が示
すとおり、職業に就く道筋も曖昧であり、またその職に

就ける人自体が限られているものである。結果として、

望まずにニートやフリーターになる確率が高くなると

いう可能性が指摘されている。 
	 「夢追い」が推奨されるものの、その夢を追った先に

本当にその夢が叶うのか、飛び込んだ社会の中で職を得

られるのか、といったところまでは教師にも誰にも分か

らないということであろう。夢を追わせること自体は問

題ではないが、結局は不確かな社会に生徒を送るしかな

いというキャリア教育のメカニズムには、一考の余地が

ある。 
 
1.3. 理論的検討 

	 前節に示されたようなキャリア教育の課題は、佐伯

（1995）による「学びのドーナッツ論」を借りれば、
次のように解することができる。 
	 「学びのドーナッツ論」とは、学び手（I）が外界
（THEY）について学んだり、そこに参加していこうと

したりする際に、Iによりそってくれたり、親しみを感
じさせてくれたり、THEY 世界を垣間見させてくれた
りするような、二人称的世界（YOU）とのかかわりを
経由することが望まれるということを示したモデルで

ある（図 1）。 
	 キャリア教育にあてはめて言えば、子ども（I）が社
会（THEY）に接続されようとするとき、社会のことを
分かりやすく伝えてくれたり、社会へ誘ってくれたりす

る教師および大人（YOU）とのかかわりが重要になる
ということが言える5。 
	 その場合、教師（YOU）は、子ども（I）とかかわる
だけでなく、社会（THEY）のことも認識していなけれ
ばならないと言える。図 1でいう第一接面だけでなく、
第二接面も重要だということだ。では、教師と社会

（THEY）との関係、すなわち第二接面のあり方は、ど
うあるべきか。まず基本的に、子どもの内面に対する指

導や、子どもによりそうこと自体が目的となり、社会

（THEY）のことを忘れてしまってはいけない。また、
教師の想定する社会（THEY）が、現状とはかけはなれ
た旧来的な社会像ではいけない。社会のあり方は多様で

あり変化もしているため、一度キャリア教育を行ったか

らといって、社会（THEY）のすべてを扱いきれたと思
ってもいけない。 
	 キャリア教育を行う教師は、移ろいゆく社会（THEY）
に目を向けたり、それを背負ったりしながら（第二接面）、

子ども（I）に向き合っていく（第一接面）必要がある。
第一接面だけの指導では、キャリア教育としては不十分

である。教師が子どもを THEY 世界へ誘うという発想
は、教育活動全般にわたって重要であるはずだが、社会

との接続が主たるねらいとされるキャリア教育におい

ては、この発想は特に重要となるだろう。 

 
図 1 「学びのドーナッツ」 
佐伯（1995）をもとに筆者作成 

 
2. キャリア教育の担い手をどう育てるか 

 
2.1. 研究の目的と方法 

	 社会の現状をふまえながらキャリア教育を行ってい

かなければならないという課題に応じる策は、いくつか



授業実践開発研究 第 10巻（2017） 
 

 
 

105 

考えられる。第一に、モデルとなりうるようなキャリア

教育の授業を開発し、提案することである。第二に、と

もすれば「学校文化しか知らない」と批判されがちな現

職教員が、越境し社会のことを学んでいけるようなシス

テムをつくり、運用することである。第三に、教員養成

の段階において、将来のキャリア教育の担い手となる大

学生が、社会の現状を学びつつキャリア教育のあり方に

ついて考えることができるような授業を開発し、実施し

ていくことである。 
	 本研究では、第三の可能性について検討をしていく。

具体的には、教員養成系学部の授業「キャリア教育」に

おける教育内容・方法の検討およびカリキュラムの開発

を試みる。大学生が子どもの頃に受けてきたキャリア教

育を学び直すような内容ではなく、今現在の社会の現状

に触れ、これからのキャリア教育のあり方を自分たちな

りに考えていけるような内容の授業を構想し、実施する。

その過程において、取り上げる題材をワーク・ライフ・

バランスと設定し、それを取り上げる意義や、どのよう

な手法であればワーク・ライフ・バランスについて学生

が理解を深められるかということを考察していく。 
 
2.2. 教員養成系学部における「キャリア教育」の試み 

	 まず、本研究と類似した試みはないか確認してみたい。

しかし、そもそも教員養成系学部において、キャリア教

育の担い手を育成する目的をもちつつ、現代的課題の扱

い方について検討しようとする試みはほとんどない6。 
	 そうした中で、千葉大学教育学部では、様々な現代的

課題を扱った「キャリア教育」の授業を実施していきて

いる。藤川・塩田（2007）は、企業や NPOと連携した
キャリア教育の事例について、外部講師による講義や模

擬授業をとおして学ぶカリキュラムを開発している。小

池・福嶋・藤川（2013）は、コンピュータ技術の発展
やインターネットの普及、特にソーシャルメディアの流

行により変化した社会の状況や、そこで生み出されてき

た仕事などについて学ぶカリキュラムを開発している。

城（2014）は、ワーク・ライフ・バランスについて理
解を深めるために、毎回関連する内容に詳しい方をゲス

ト講師として招き、講義をしてもらうというカリキュラ

ムについて報告している。 
	 現代的課題といっても多様な論点がありうるが、千葉

大学教育学部「キャリア教育」では、毎回様々な方法で

諸問題を取り上げてきており、それぞれにおいて、学生

にとって意義ある授業であったことが示唆されている。 
 
2.3. ワーク・ライフ・バランスとは何か 

	 本研究では、これまでの成果をふまえ、千葉大学教育

学部「キャリア教育」を舞台としながら、さらに工夫を

加えつつ、次のようなカリキュラム開発に取り組んでみ

たい。それは、近年注目されるワーク・ライフ・バラン

スをテーマとして、特に仕事と子育ての両立について学

べるようなカリキュラムである。 
	 ワーク・ライフ・バランスについて確認しておこう。

この語が注目される一つのきっかけとして、2007年の
「官民トップ会議」において制定された「仕事と生活の

調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」がある7。政

府主導で推進されてきたという背景もあり、企業等が取

り組むべき課題として語られる8ことが多いが、最近で

は企業経営の文脈に限らず、様々な場面で用いられるこ

とがある。 
	 この憲章においては、仕事と生活の調和が実現した社

会は、「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じなが

ら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生

活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の

各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会」

であるとされている。より具体的には、経済的な自立が

可能で結婚や子育てに対して希望がもてたり、仕事だけ

でなく家族や友人との時間が確保できたり、子育てや介

護が必要な時期でも多様で柔軟な働き方ができたり、性

別や年齢による差別がなかったりという社会像が示さ

れ、目指されている。 
	 このように、ワーク・ライフ・バランスとして扱われ

る範囲は多岐にわたるが、小室（2010）は、この言葉
が注目される最も大きな要因は、少子化への危機感であ

ると言う。確かに近年、少子化問題と関連して、待機児

童問題、保育所建設の問題、父親の子育て参加、女性の

働き続けやすい環境づくりなど、子育てをしやすい社会

づくりに関する積極的な主張や試みがなされるように

なってきている（ファザーリング・ジャパン 2013；無
藤・北野・矢藤 2014；古市 2015；出口・駒崎 2016）。
もちろん、大人の働き方自体を改善しようとする試み

（駒崎 2009；小室 2010）も、間接的に子育て問題の解
決にかかわってくるだろう。 
	 こうした問題はすぐに解決できる類のものではない

が、むしろ、だからこそ、現在の私たちの社会の重要な

課題として注目を集めているのだろう。子育てに関する

問題、ひいてはワーク・ライフ・バランスについて理解

を深めておくことは、現代人のキャリアを考える上で、

重要なことだと言える。 
 
2.4. ワーク・ライフ・バランスを取り上げる理由 

	 時間の限られたカリキュラムの中で、数ある現代的課

題のすべてを扱うことは難しい。本研究でワーク・ライ

フ・バランスを選んだのは、次の 3つの理由による。 
	 一。学校現場でのキャリア教育は、仕事や職業につい

て扱うことが多い。実際、「13歳のハローワーク」によ
る職業調べ、職場体験、職業人講話、「なりたいもの」



教員養成系学部授業「キャリア教育」における  
ワーク・ライフ・バランスの取り扱いの検討  

 106 

「就きたい職業」を追求させる「夢追い」型進路指導な

どの試みは多いはずである。児美川（2013）は、「キャ
リア教育の焦点が、職業や就労だけに当たってしまって

いる」ことを問題視している。実際のところ、ワーク・

ライフ・バランスに関する議論で示されるように、人の

キャリアは仕事（ワーク）からのみ語れるものではなく、

仕事以外の生活（ライフ）の側面も重要である。むしろ、

ワークについて考える際に、ライフの面を無視してはな

らないような状況になってきている。そうした最近の事

情について、学生は詳しく学ぶ機会がなかったのではな

いかと想定される。 
	 二。人のキャリアを考える上で、ワーク・ライフ・バ

ランスが重要なのであれば、子どもへのキャリア教育を

考える上でも、その子が学校外でどういう生活（特に家

庭生活）を送っているのかということを前提にする必要

があるだろう。概して、自分が生まれ育った家庭以外の

実情を詳しく知る機会は少ない。自分の家庭以外に、多

様な家庭環境があるのだと理解することで、より深くキ

ャリア教育について考えられるようになるのではない

か。また、大雑把にライフという概念を取り上げるので

はなく、ワーク・ライフ・バランスにおいて重要な観点

であり、ライフイベントの中でも大きな意味をもつであ

ろう、仕事と子育ての両立という具体的なテーマおよび

事例を取り上げることで、より深くキャリア（特にあま

り考えることのなかったライフの側面）についての理解

を深められるのではないか。 
	 三。ワーク・ライフ・バランスについては、前述のと

おり城（2014）において取り上げられている。しかし、
城の実践は、講義中心のものであった。仕事と子育ての

両立といった、ほとんどの学生が未経験であろうことに

ついて、より腑に落ちるように理解してもらうためには、

体験的な要素を取り入れたり、「ドーナッツ論」で言う

ところの YOU的他者の存在を重視したりといった、方
法上の工夫がさらに必要なのではないか。 
	 これらの理由から、ワーク・ライフ・バランスをテー

マとしたカリキュラムの開発に取り組むことにした。 
 

3. カリキュラム開発 

 
3.1. 教育方法の工夫（子育て体験実習） 

	 教育学部の大学生を対象として、ワーク・ライフ・バ

ランスおよび仕事と子育ての両立にかかわる現状を伝

えるとして、どのような教育方法上の工夫が可能だろう

か。 
	 今回は、子育ての一部分を実際に体験できるようなカ

リキュラムを構想することにした。仕事と子育ての両立

ということは、ほとんどの学生にとって未経験のことで

あろう。だからこそ学ぶ意義があると言えるのだが、城

（2014）のような講義型授業によって一方的に話を聞
くだけでは、子育ての実態に迫ろうとしているにも関わ

らず、抽象的な内容理解にとどまってしまうことが懸念

される。リアリティある学びを目指しているのに、所詮

は遠いファンタジーのような出来事だと捉えられてし

まう、とも言えるだろう。また、「ドーナッツ論」的に

言えば、学生（I）が、YOU世界を経ずに、他人事（THEY）
を聞かされるだけということになりかねない。 
	 一方、たとえば子育て中の家庭を訪問し、子どもや親

（YOU）とかかわりながらその実態について直に学ぶ
ことができれば、子育てという本来は遠い出来事が、自

分に近いものとして捉えられるのではないかと期待を

することができる。 
	 関連して、筆者の一人である堀江が代表をつとめるス

リール株式会社9は、「ワーク＆ライフ・インターン」と

いう子育て体験実習を事業として行っている。大学生対

象のインターン・プログラムであるが、インターン先が

子育て中の共働き家庭というめずらしい試みである。会

社 HPにおいては、「「働くこと」＝ワークと、「生活」
＝ライフのリアルを学ぶことができるのがワーク＆ラ

イフ・インターンインターンプログラム」であり、「働

きながら子育てをするパパ・ママの生活の一部を体験し、

座学・交流プログラムを通じて、社会人の様々な考え方

を知ることで、ワークもライフも全部あわせた自分の将

来を考えてみませんか？」という紹介がなされている10。

具体的には、表 1 のような体験を行い、ワークとライ
フのバランスに奔走する共働き家庭と直に触れ合いな

がら、キャリアのあり方について学ぼうとするプログラ

ムである。概ね、週に 1〜2回程度、4ヶ月ほどの期間、
家庭とかかわることになる。 
 

 
表 1 体験プログラム例 

スリール株式会社 HP11より引用 
 
	 今回は、この「ワーク&ライフ・インターン」を大学
授業用にアレンジし、子育て体験実習を取り入れた全

15 回の「キャリア教育」カリキュラムを構想した（表
2）。 
	 カリキュラムの大枠は次のようなものである。 
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	 受講生は、講義やワークショップ（WS）型授業など
をとおして、キャリア教育の現状や、子育て体験実習に

必要なことを学んでいく。また、ゲストトークでは、子

育て中の社会人や現職教員から、子育てやキャリア形成、

キャリア教育の実態について話を聞く。 
	 そうしたことを行いながら、途中、外部実習先にて、

2 回の「ワーク&ライフ・インターン」（子育て体験実
習）を行う。子育て体験実習は、学生 2 人で 1 組とな
り、1つの共働き家庭を訪問する12。原則として平日夕

方13、お家の方とともに保育園等へ子どもを迎えに行き、

一緒に帰宅をする。その後、各家庭の日常に合わせて、

お風呂に入ったり、夕食をとったり、子どもと遊んだり

する。その最中や子どもの就寝後などに、適宜、親へヒ

アリングを行う。概ね 21:00前には終了となる。 
	 そして最終的には、実習で学んだことや、授業をとお

して考えた今後のキャリア教育のあり方をまとめ、受講

者や教員の前でプレゼンをする。子育て体験をするだけ

ではなく、座学→体験→振り返り、という一連の流れを

経ることにした。 
 

表 2	 「キャリア教育」カリキュラム 
回 内容 

第 1回 オリエンテーション 

第 2回 講義①キャリア教育の概要について 

第 3回 WS①発達過程、子どもの行動、他者理解、コミ
ュニケーションについて 

第 4回 ゲストトーク①社会人の話を聞いてみよう（子育

て中の社会人による話） 

第 5回 WS②自分の軸を考える 

第 6回 WS③子育て体験実習に向けて 

第 7回 子育て体験実習①実習先の親との顔合わせ 

第 8回 

第 9回 
子育て体験実習②ワーク＆ライフ・インターン 
※大学の授業時間ではなく、定められた期間のう

ち、実習先の家庭と調整の上、1回実習を実施 

第 10回 WS④実習の振り返り 
ゲストトーク②社会人の話を聞いてみよう（現職

教員による話） 

第 11回 
第 12回 

子育て体験実習③ワーク＆ライフ・インターン  
※大学の授業時間ではなく、定められた期間のう

ち、実習先の家庭と調整の上、1回実習を実施 

第 13回 プレゼン準備①（実習の振り返り、プレゼン準備） 

第 14回 プレゼン準備②（実習の振り返り、プレゼン準備） 

第 15回 プレゼン、まとめ 

 
4. 授業の結果と考察 

 

4.1. 実施概要 

	 子育て体験実習を取り入れた全 15回のカリキュラム
を、2016年度・前期（4月〜8月）・千葉大学教育学部
「キャリア教育」にて実施した。1年生以上を受講対象
者とした。 
	 千葉大学教育学部非常勤講師である筆者ら 3 名を主
たる授業担当者として、一部、スリール社員による支援

を得ながら授業を運営した。主に、キャリア教育の理論

にかかわる部分は阿部、WSや子育て体験実習にかかわ
る部分は堀江とスリール社員、ゲストトークのコーディ

ネートなど外部との交渉が必要な部分は谷山が担当し

たが、オムニバス型授業のように各回をそれぞれに任せ

きりにするのではなく、基本的には全般を共同で企画・

運営した。 
	 受講者は、35 名（男子学生 14 名、女子学生 20 名、
委託研修生 1名14）であった。なお、人数の都合上、子

育て体験実習に大学院生のティーチング・アシスタント

1名が参加した。 
  

4.2. 授業の様子から15 

	 オリエンテーションでは、授業者全員が登壇し、それ

ぞれの自己紹介16や内容紹介を行った。また、子育て体

験実習へ向けて、責任感をもちつつがんばっていこうと

いうメッセージを熱く伝えていった。このように複数人

が登壇し、熱く語っていくような授業および導入の仕方

は、当学部の他の授業ではそれほど多くないと思われる。 
	 学生の反応は、目に見えて良いと思われるようなもの

ではなかったが、最終回の感想用紙には「キャリア教育

を初めて受けたときに、まずとても講師の方々がきらき

らと輝いているように見えて〔中略〕この授業を受けた

ら自分の中で何か変えることができる、成長につながる

かもしれないと思った」（女子）と書いている学生がい

た。概ね、肯定的な印象を与えることになっていたよう

である。子育て体験という新しい試みに挑戦しようとい

う授業であったが、その試みに向かう意欲は高められた

のではないかと推察される。 
	 また、別の者の感想に、「この授業は普段受けている

大学の授業とは少しちがっていてたのしかったです」

（女子）、「普通の大学の授業じゃ学べないことを学べた

と思いました」（男子）とあるように、授業者らの見込

みのとおり、他の授業とは異なった雰囲気での授業だと

捉えられていた面があったようだ。そうした雰囲気や進

め方に対して、「はじめは正直とまどうことばかりでど

うなるかと思うこともありましたが、大学生にとって求

められる必要な講義であると思います」（女子）という

感想もあった。異なる様子に戸惑いを感じる者もいたよ

うだが、後に取り上げるように、最終的にはみな自分な

りに様々なことを学べたと語っていた。 
	 その後の授業でも総じて反応は大きくはなかったが、
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授業中の様子を見る限り、講義や WS に対して学生ら
は真摯に取り組んでいるように、授業者らには思われた。 
	 また、学生らの反応は薄いものの、授業者らのうち特

に堀江やスリール社員は、積極的に学生とコンタクトを

とりながら、丁寧に指示を出したり、明るく励ましたり

していった。途中、子育て体験実習へ向けての不安を語

る学生もいたが、こうしたかかわり方の影響もあってか、

無事に実習に向かい、終えることができていた。こうし

たスリール関係者の丁寧で明るいかかわりがあったこ

とは、本授業の特徴であるように思われた。 
	 授業全体としては、内容のレベルとしても進め方にし

ても、大きな問題が生じることはなく、授業を進めるこ

とができていた。 
 
4.3. 子育て体験実習と最終プレゼンから 
	 子育て体験実習として、実習先の親との顔合わせを 1
回、実際の「ワーク&ライフ・インターン」を 2回行っ
た。家庭とのかかわりや、遅刻・欠席、その他の点につ

いても問題なく、また事故も起こることなく、全グルー

プ無事に実習を終えることができていた17。 
	 そして授業の最後には、子育て体験実習で学んだこと

や、授業をとおして考えた今後のキャリア教育のあり方

についてグループごとにまとめ、受講者や教員の前でプ

レゼンをするということを行った。学生の体験やそこで

学んだことの一端は、このプレゼン内容に現れているは

ずである。 
	 まず、どのグループも、表 2 で示したような「ワー
ク&ライフ・インターン」の一連の流れを体験できてい
た。夕方に子どもを迎えに行ったり家族と合流したりし

た後、夕食や交流をして、その前後で親へのヒアリング

を行っていた。 
	 あるグループは、この体験から気づいたこととして、

「共働きでも余裕がある」「親と子のお互いの協力があ

って初めて「子育て」が成り立つ」「子育てをするため

に何かを削るのではなく自分のしたいことをして、子育

てもできる」（図 2）、またあるグループは、「夫婦の対
話が重要」「企業が子育てを考えている」といったこと

を挙げていた（図 3）。このように、どのグループも、
「仕事と子育ての両立が大事」という一面的な文言では

なく、そこから一歩踏み込んだ具体的な内容が発表され

ており、各家庭と直に触れ合い、具体的な話を聞くとい

うことができていたのだと解される。ワーク・ライフ・

バランスの実態について、各家庭の考え方に応じた工夫

や努力があることや、勤める企業との関係などについて

学んだようである。 
 

 
図 2 学生のプレゼン資料 A 

 

 
図 3 学生のプレゼン資料 B 

 
	 また、体験や授業全体をとおしてキャリア教育に関し

て考えたこととして、あるグループは、「自分たちが受

けてきたキャリア教育では、職業のことばかり扱われ、

実際の生活が見えないが、もっと自分が「何になりたい

か」という人生・生活の根本からキャリアを考えていく

ことが大事だ」といった内容のことを発表していた（図

4）。またあるグループは、「キャリア教育とは、職業観
だけでなく、人生観も含めた相互教育だ」といった内容

のことを発表していた（図 5）。本授業では、既存のキ
ャリア教育を批判的に検討しつつ、ワークだけでなくラ

イフの面の重要性についても考えられるようになるこ

とをねらいとしていたが、どのグループもそうした点に

ついて自分たちなりに考えての発表を行うことができ

ていたことが分かる。 
 

 
図 4 学生のプレゼン資料 C 
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図 5 学生のプレゼン資料 D 
 
4.4. 事後アンケートから 
	 全授業終了後に行った事後アンケートの結果もみて

みよう。Google ドライブを活用し、インターネット経
由で収集をした。ただし、大学生 34名中、19名からし
か回答を得ることができなかったため、限定的な範囲で

の考察になる。 
	 質問項目「学校でどのようなキャリア教育が行われて

いるか説明できる」には、「とてもそう思う」4名、「ま
あまあそう思う」14名、「そう思わない」1名という結
果であった。本授業では、単に子育て体験を行うだけで

なく、既存のキャリア教育について批判的に考えられる

ようになることも目指していた。そのため、キャリア教

育に関する講義なども行っていたが、学生の回答からす

ると、否定的な回答は少なく、既存のキャリア教育につ

いてもある程度の理解はしてもらえたと思われる。 
	 質問項目「キャリア教育では、働くということだけで

なく、子育てなど私生活の面についても扱う必要がある

と思う」には、「とてもそう思う」13 名、「まあまあそ
う思う」6 名、「そう思わない」0 名という結果であっ
た。肯定的な結果が多く、本授業でねらいとしてたライ

フの面の扱いについて学ぶことができていたのだと思

われる。 
	 質問項目「子育てをテーマとしたキャリア教育を行う

ときに、どのような授業を行えばいいかイメージができ

る」には、「とてもそう思う」1名、「まあまあそう思う」
17名、「そう思わない」1名という結果であった。この
項目についても、否定的な回答は少なかった。 
	 ただし、最終プレゼンにおいて学生らはキャリア教育

の具体的なプランを提案していたが、「自分の将来像を

考える」という授業や、「親が子供に頃にはなかった仕

事を考える」という授業など、ワーク・ライフ・バラン

スとの関連が論じきれていないものが多く、またプレゼ

ンの準備・実施時間の都合でもあるのだが、具体性に欠

けるプランしか提案することができていなかった。子育

て体験実習の経験を、どのように学校現場でのキャリア

教育と結びつけて考えるべきなのか、全体のカリキュラ

ムの中でもう少し丁寧に扱う必要があるかもしれない。 
 
4.5. 本授業への感想から 

	 次に、授業最終回に書いてもらった本授業を受講して

の感想をいくつか部分的に取り上げる。 
 
① 実習、座学の全授業を通してこれまでそこまで真

剣に考えることのなかった子育て、結婚について

考えることができた。〔中略〕自分が教師になっ

たときワークに限らない、さまざまなことに焦点

をあてたキャリア教育を行えるようにしたい（男

子） 
② これまで受けてきたキャリア教育に対する視点

が変化し、これまでのキャリア教育に不足してい

るもの、将来のキャリア教育には何が必要なのか

を学ぶことができ、それをどのように授業で活用

していくのかをしっかりと考えることができた

（男子） 
③ ガイダンスを受けた 4月と比べて、自分が今まで

に抱いていたキャリア教育の概念が全く違うも

のに変化したと感じています。職業選択の手段だ

けとしてではなく、自分の生き方について考えて

いくことがキャリア教育であり、我々教師を目指

す人間がこれから深く考えていかなくてはなら

ないことだと感じさせられました。（男子） 
④ 10人 10色であることは、実際に観て実感しない

と分からないことだともいました（女子） 
⑤ 自分と全く違う生活スタイルに触れることがで

きたことはとても大きかったです。（男子） 
⑥ 一般のご家庭に伺うということは、何かきっかけ

が無いとできないことなので、その機会になり、

自分の将来を考える上でも大きなきっかけとな

りました。最初は時間割の関係で取ったのですが、

とても人生にプラスになりました。後輩にもすす

めたいです。（女子） 
⑦ この経験をもとにもっと自分の将来ときちんと

向き合い、自信を持って目標に向かおうと思いま

す（女子） 
⑧ キャリア教育で学んだことを自分の人生設計に

生かせるようにしたい（女子） 
⑨ 楽しかったが、大変だった。（男子） 
⑩ ワークショップのときの説明を詳しくすること。

また、時間的に余裕をもって進めてほしい。（男

子） 
 

	 ①②③には、子育て体験実習などをとおして、既存の

キャリア教育を批判的に捉えるという本授業のねらい

に応じた内容が記されている。こうした記述からは、授

業者らが想定したねらいが概ね達成されたことが窺え

る。 
	 ④⑤には、子育て体験実習に注目した内容が記されて
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いる。子育て体験実習から、それぞれが様々なことを感

じたのだと分かる。 
	 ⑥⑦⑧は、学校現場のキャリア教育というよりは、自

分自身のキャリアについて示唆が得られたことを示す

記述である。主たる授業のねらいは、学校現場のキャリ

ア教育について考えることであったが、副次的に学生自

身のキャリア形成にも影響を与える授業であったこと

が窺える。 
	 他に⑨のような記述からは、大学の一授業としては外

部実習の回数も多く、そこでの責任も大きく、学生にと

って文字通り「大変」な授業であったことが窺える。他

方で、ここまでみてきたように、大変であるからこその

意義もあるはずである。本授業は必修授業ではないため、

シラバスや初回授業でのオリエンテーションで、受講希

望者に対して適切に内容を伝えることが重要であろう。 
	 また、⑩のように授業の課題として捉えられる感想が

1件あった。確かに、⑩で言われるように、体験へ向け
て様々な準備をしておきたいため、1コマに内容を盛り
込みすぎたところがあり、授業時間を少し延長してしま

うことも数回あった。時間に限りのある大学授業として、

細部にわたりカリキュラムを精錬させていくことは、今

後の課題である。 
 
4.6. その他の観点（YOU 的かかわり） 
	 最終回には、「ワーク&ライフ・インターン」に協力
してくれたいくつかの家庭が、学生のプレゼンを聞きに

きてくれた。プレゼンの前後に、学生と楽しげに話をし

ている様子も見られた。先に、子育てと仕事の両立とい

う学生にとって遠い世界（THEY）の話に実感をもつた
めには、YOU的他者とのかかわりが重要ではないかと
考えたが、こうした様子を見ていると、各家庭の方々が、

学生（I）にとっての YOU 的他者としてかかわってく
れたのだとみることもできる。 
	 さらに、YOU的かかわりという観点からすると、先
にも挙げたスリール社員のふるまいやかかわり方も、子

育て体験という未知の課題へ向かう学生にとっては、

YOU的かかわりであったのではないかと考えることも
できる。授業者は、単にキャリア教育やワーク・ライフ・

バランスに関することを伝達するという役割を担うだ

けでなく、初めて THEY へ向かおうとする I に対する
YOUとして存在することも重要であり、今回はそのこ
とが有効に機能したと推察される。 
 

5. 成果と課題 

 
	 本研究では、将来のキャリア教育の担い手を育成する

上で、ワーク・ライフ・バランスを題材とした教員養成

系学部授業「キャリア教育」のカリキュラム開発と実施

を試みた。具体的には、子育て体験実習を取り入れた授

業を展開したが、そうした体験を中心とした授業が学生

それぞれにとって意義があったことが示唆された。また、

「学びのドーナッツ論」をたよりにすると、THEY 世
界について学ぼうとする学生 Iにとって、様々な YOU
的かかわりをもつことが有効なのではないかという仮

説も導かれた。 
	 今後は、今回の試みを基盤として、カリキュラムを精

錬することや、子育て体験そのものの意義を追うことな

どを重ね、よりよい「キャリア教育」のあり方を探って

いくことが課題となる。また、より広い視野から考える

と、こうした試みを現場でのキャリア教育にどう関連付

けていくかを探っていくことが必要となるだろう。 
 
                                                   
1 たとえば、松尾（2015）、大野（2016）、新（2016）を参照。 
2 たとえば、2016年、認可保育所入所に落選した母親と思わ
れる人物がブログに「保育園落ちた。日本死ね！」書いて注目

を集め、待機児童問題に関する議論が巻き起こった。以下の記

事を参照。 
「保育園落ちた、今年も SNSに悲痛な声「泣けてくる」」（ 
朝日新聞 DIGITAL） 
http://www.asahi.com/articles/ASK235WFRK23ULZU007.h
tml（閲覧日 2017年 2月 14日） 
また、2016年、大手広告代理店の株式会社電通の社員が過労
自殺した事件が起こり、就労のあり方について議論が巻き起こ

った。以下の記事を参照。 
「電通は変われるのか	 過労自殺対策、社内飲み会も見直し」

（朝日新聞 DIGITAL） 
http://www.asahi.com/articles/ASK1S5DVPK1SULFA02H.h
tml（閲覧日 2017年 2月 14日） 
3 キャリア教育のことである。 
4 たとえば、「コミュニケーション力がある」のだとしても、
10年前に求められていたコミュニケーション力と、10年後に
求められるであろうコミュニケーション力には、相違点もある

はずである。自己の個性を理解するにしても、社会の状況と切

り離してそれを評価することは難しいのではないか。 
5 佐伯の話をふまえると、人だけでなく、モノや教材などと
YOU的なかかわりをもつこともありうるが、ここではそこま
で踏み込まないことにする。 
6 教員養成系学部等におけるキャリア教育に関しては、次のよ
うな試みが報告されている。 
	 河﨑・岩本・仲川（2011）は、教員養成系大学（奈良教育
大学）において、ボランティアを中心としたキャリア教育プロ

グラムを開発したと報告している。ボランティア活動は、かね

てよりキャリア教育の重要な要素であったにもかかわらず、そ

の扱い方については詳しく検討がなされてこなかったという

問題意識による取り組みである。ボランティアという活動の扱

い方を検討したものであるが、報告においては、主たるねらい

が将来のキャリア教育の担い手を育成することなのか、学生の

意識や資質の向上なのか、厳密には示されておらず理解が難し

い。また、従来からあったボランティアの価値や意義を再検討

しようとする試みであり、本研究の方向性とは異なったものだ

と位置づけられる。 
	 松本（2013）は、教員養成系大学において、教職というキ
ャリアをテーマとして扱った授業を実践し、その試みが大学で

の学習への動機づけに与える影響について報告している。学生

自身に対するキャリア教育の一つであると言える。将来のキャ

リア教育の担い手を育成することは主眼にはされていない。 
	 その他、進路指導に関する科目でキャリア教育について扱っ

ている大学は少なくない。たとえば、愛知教育大学の 2016年
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度のシラバスを参照すると、「進路指導概論」において、職業

指導からキャリア教育に至るまでの歴史や、小・中学校におけ

るキャリア教育の実践例が教えられているようである。しかし、

新たな教育内容を検討しようとする本研究とは方向性が異な

るものである。 
7 内閣府「仕事と生活の調和の実現に向けて」 
http://wwwa.cao.go.jp/wlb/towa/definition.html（閲覧日 2017
年 2月 14日） 
8 たとえば、佐藤・武石（2011）を参照。 
9 スリール株式会社	 http://sourire-heart.com/（閲覧日 2017
年 2月 14日） 
10 詳しくは次のページを参照。	
http://sourire-heart.com/service/intern（閲覧日 2017年 2月
14日） 
11 http://sourire-heart.com/service/intern（閲覧日 2017年 2
月 14日） 
12 訪問先家庭として、スリールとつながりのある家庭に協力
いただいた。なお、学生のスケジュールや住まい、訪問先家庭

の場所などを考慮し、学生と家庭のマッチングは、授業者側で

行った。 
13 各家庭の都合に応じて、休日や昼間に実施した場合もある。 
14 教育委員会より研修のため派遣されている現職の中学校教
員であった。 
15 本節の内容は、主に阿部によるメモ（授業中のメモや、授
業者らによる意見交換のメモ）をもとに記している。 
16 それぞれが、非常勤講師以外に様々な立場であるため、そ
うした内容を伝えていった。このように、専任教員以外の多様

な立場をもつ者たちが一同に集う授業も多くはないはずだ。 
17 ただし、実習前にご挨拶のメールを送るよう指示していた
のだが、それを忘れた者がいた。 
 
参考文献 

愛知教育大学 2016年度シラバス「進路指導概論」
http://moon.ics.aichi-edu.ac.jp/syllabus/disp.php?jugyo_co
de=2413351（閲覧日 2017年 2月 14日） 

荒川葉（2009）『「夢追い」型進路形成の功罪―高校改革の社
会学―』東信堂 

新清士（2016）『VRビジネスの衝撃―「仮想世界」が巨大マ
ネーを生む―』NHK出版 

大野治（2016）『IoTで激変する日本型製造業ビジネスモデル』
日刊工業新聞社  

河﨑智恵・岩本廣美・仲川元庸（2011）「教員養成系大学にお
けるボランティアを核としたキャリア教育の実践」、奈良教

育大学教職大学院研究紀要「学校教育実践研究」、第 3巻、
pp.21-28 

玄田有史・曲沼美恵（2004）『ニート―フリーターでも失業者
でもなく―』幻冬舎 

小池翔太・福嶋俊・藤川大祐（2013）「デジタル時代の働き方
に着目した教員養成学部における「キャリア教育」の試み」、

授業実践開発研究、第 6巻、pp.7-16 
駒崎弘樹（2009）『働き方革命―あなたが今日から日本を変え
る方法—』筑摩書房 

児美川孝一郎（2013）『キャリア教育のウソ』筑摩書房 
小室淑恵（2010）『改訂版 ワークライフバランス―考え方と
導入法―』日本能率協会マネジメントセンター 

佐伯胖（1995）『「学ぶ」ということの意味』岩波書店 
佐藤博樹・武石恵美子（2011）『ワーク・ライフ・バランスと
働き方改革』勁草書房 

城亜美（2014）「中高生のキャリア教育におけるワーク・ライ
フ・バランスの扱いの検討」、授業実践開発研究、第 7巻、
pp.33-41 

中央教育審議会（1999）「今後の初等中等教育と高等教育の接
続の改善について（答申）」 

中央教育審議会（2011）「今後の学校におけるキャリア教育・
職業教育の在り方について（答申）」 

出口治明・駒崎弘樹（2016）『世界一子どもを育てやすい国に

                                                                                 
しよう』ウェッジ 

松尾豊（2015）『人工知能は人間を超えるか―ディープラーニ
ングの先にあるもの―』KADOKAWA 

松本浩司（2013）「教員養成大学におけるキャリア教育が大学
での学習の動機づけに与える効果に関する実践的研究―「教

職の意義等に関する科目」におけるキャリアデザインの取り

組み―」、名古屋学院大学論集、pp.59-70 
三浦展（2005）『仕事をしなければ、自分はみつからない。―
フリーター世代の生きる道―』晶文社 

無藤隆・北野幸子・矢藤誠慈郎（2014）『認定こども園の時代
―子どもの未来のための新制度理解とこれからの戦略 48
―』ひかりのくに 

文部科学省（2011a）『小学校キャリア教育の手引き＜改訂版
＞』教育出版 

文部科学省（2011b）『中学校キャリア教育の手引き』教育出
版 

ファザーリング・ジャパン（2013）『新しいパパの教科書』学
研マーケティング 

藤川大祐（2006）「まだ問題が多い「キャリア教育」」、藤川大
祐編・NPO法人企業教育研究会著『企業とつくるキャリア
教育』教育同人社 pp.18-24 

藤川大祐・塩田真吾（2007）「教員養成学部における「キャリ
ア教育」授業の試み」、千葉大学教育学部研究紀要、第 55
巻、pp.29-35 

古市憲寿（2015）『保育園義務教育化』小学館 
 
謝辞 

	 学生の実習を受け入れてくださったご家庭の皆様に、深く感

謝を申し上げます。 
 


